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企画名 
Title 

ヴァンデ ニッポン 
 

開催⽇時 
Date & 
Time 

 
2024 年 11 ⽉ 5 日 

参加⼈数 
Number of 
Participants 

現地/In-person：75 
オンライン/online：- 
 

開催概要 
主な概要 
Outline 

ヴァンデ ニッポン – 九州大学アジアウィーク 2024 におけるインド文化祭 

日付: 2024 年 11 月 5 日 

時間: 13:00 - 16:00 

会場: 九州大学伊都キャンパス 伊都ゲストハウス 多目的ホール 

司会: スプールティ・ナディンパリ（九州大学大学院 理学府・化学研究科 

研究生） 

概要: 

「ヴァンデ ニッポン」は、インドと日本の文化交流を深めることを目的と

したインド文化イベントです。九州大学の学生や教職員、そして地元の日本

人住民が一堂に会し、インド文化の豊かさを体験しました。イベントでは、

講演、ダンスパフォーマンス、音楽演奏など、多彩なプログラムが披露され

ました。 

インド、日本をはじめ、18 か国から集まった 75 名の参加者により、イベン

トは大成功を収めました。この盛況ぶりは、九州の外国人向け主要ニュース

サイト「Fukuoka Now」などの効果的な宣伝によるもので、多くの人々がイ

ベントに足を運ぶきっかけとなりました。 

イベントプログラム 

13:00 - 13:15：横田文彦准教授による歓迎の挨拶 

九州大学 研究推進部門 横田文彦准教授が、温かい歓迎の言葉でイベントを

開幕しました。彼は自身のインドとのつながりについて語り、マザー・テレ

サの団体でのボランティア活動や、現在進めている研究プロジェクトについ

て紹介しました。さらに、インドと日本を技術でつなぐ遠隔医療プロジェク



トについても簡単に説明しました。スピーチの中でヒンディー語を交えたこ

とが、参加者に強い印象を与えました。 

13:20 - 14:10：山口真由美氏による講演 

長年インドに魅了され、教育にも携わる山口真由美氏が、「私のインド － 

旅と出会い」というテーマで講演を行いました。1990 年代からインドを定

期的に訪れている彼女は、インドの文化、芸術、織物、料理への深い愛を語

り、写真や音楽を交えたプレゼンテーションを行いました。日本人の視点か

ら見たインドの魅力が存分に伝わり、多くの参加者がインドを訪れてみたい

と感じるような内容でした。 

14:15 - 14:35：福永美雪氏によるバラタナティヤム舞踊 

福岡を拠点とするプロのバラタナティヤムダンサー、福永美雪氏が、古典舞

踊のヴァルナムを披露しました。この演目は、パーパナサム・シヴァンの楽

曲に、シャラダ氏の振付が加えられたもので、クリシュナ神への愛と献身を

表現したものです。彼女の優雅で洗練された踊りに、観客は圧倒され、イベ

ントのハイライトの一つとなりました。 

14:40 - 15:00：ジェイ・クマール氏による講演 

「ナマステ福岡」および「ナマステジャパン」の創設者であるジェイ・クマ

ール氏が、インドと日本の文化交流促進に向けた取り組みについて語りまし

た。日本語、ヒンディー語、英語を交えながら、両国の人々がお互いに抱く

尊敬の念や、彼が主催してきたイベントの成功事例、そして日本で暮らすイ

ンド人としての経験について話しました。彼の洞察は、インドと日本の文化

的つながりを強化するための貴重な示唆を与えました。 

15:05 - 15:10：デヴィカ氏による音楽パフォーマンス 

5 分間の休憩を挟み、会場の参加者同士が交流を深めた後、インド人学部生

のデヴィカ氏が、ヒンディー語とマラヤーラム語の楽曲を融合させた美しい

歌を披露しました。彼女のパフォーマンスは大いに称賛され、イベントの雰

囲気をさらに盛り上げました。 

15:15 - 15:40：九州大学ボリウッドダンスグループによるパフォーマンス 

イベントの中で最もエネルギッシュな瞬間を生み出したのは、九州大学ボリ

ウッドダンスグループのパフォーマンスでした。インド、チュニジア、イタ

リア、日本、韓国出身の 9 名の学生が、多様な文化を反映した鮮やかな衣装

を身にまとい、人気ボリウッドソングに合わせたダンスを披露しました。ダ

イナミックな振付と情熱あふれる演技に、観客は大興奮。最後には観客をス



テージに招き、一緒に踊る場面もあり、インタラクティブで忘れがたいひと

ときとなりました。 

15:40 - 15:50：アキル博士による閉会の挨拶 

九州大学農学部の博士研究員であるアキル博士が、イベントの締めくくりと

して、講演者、パフォーマー、参加者への感謝の言葉を述べました。彼は、

異文化交流が日印関係を強化する上で重要であることを強調し、今後もこの

ようなイベントが開催されることへの期待を表明しました。 

イベントの感想: 
イベントは⼤成功を収め、会場は満員となりました。講演、ダンスパフォーマンス、⾳
楽を組み合わせた多彩なプログラムは、参加者に強い印象を与え、多くの⼈がインド⽂
化への関⼼を新たにしました。特にボリウッドダンスのセグメントは⼤きな注⽬を集め、
エネルギッシュなパフォーマンスが広く称賛されました。 

写真 
Pictures 

1~2 枚ほど添付ください Please attach 1-2 photos 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


